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かほく市社会福祉協議会広報誌

2019Nn39 みんなで築く地場福祉のまちづくり

ーー「かほく市社会副ほ人連絡会」を設立
かほく市内で福祉施控を経質する位愈霜祉法人全 7法人が診商のもとー各法人の専門性や

検のつな泊町を活かして地蝿騒の解決に剛すて錯しあうため惣立しました.

2 かlまく市社会福他大会石川県社会福祉大会(領告)

3 福祉敏盲穆業

4101 綬笠の取締報告 l ボランティアグル ブ紹介「円 J

5 ジユ二 7フポランティ?サ クル活劃紹介

4-5 かほくつ予ジユ二?ポランティ?俸験彦量産

6 民生餐園児富塁署員補縄

7 つ忽がり仕掛け隊

7 みん怠元気で鰐いていまザ〈各団体の活動組告〉

8 しクツ工ージョン用具の紹介
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.~j ノ気子育て支緩センター

!r. 4土峨日
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第4ホ雌日
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=
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岬
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述
が
集
中
し
て
お
話
の
世
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と
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と
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テ
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も
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と
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療
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テ
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仰
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鎖
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仲
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踊
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催
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防
災
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高
め
ま
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所
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い
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互
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に
励
ま
し
合
い
、
助
け
合
い
な
が
ら
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活
す
る
こ
と
を
舷
認
し
ま
し
た
.

自
治
会
、
自
主
防
災
会
が
主
催
す
る
防
災
援
災
活
動
等
に

鴎
員
「
つ
な
が
り
佐
織
隊
」
を
派
還
し
、
地
域
の
防
災
力
の
向
上

と
つ
な
が
り
づ
〈
り
を
す
す
め
て
い
ま
す
.

回
防
災
マ
ッ
プ
、
支
え
合
い
マ
ッ
プ
づ
く
り

町
会
や
既
耶
位
の
防
災
マ
ッ
プ
に
透
明
シ
ト
を
温
ね

貼
付
し
て
い
く
支
え
合
い
マ
ッ
プ
を
作
成
し
ま
す
.

回

H
U
G
S
遜
雌
所
運
営
ゲ
ー
ム

S

災
山
崎
の
遜
鎌
訴
を
組
定
し
、
選
鯵
諮
問
で
起
こ
る
峨
々
な

山
来
取
に
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
か
を
模
様
体
臨
し
ま
す
.

固
災
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
理
解
作

抽n
a
の
飽
興
や
被
災
計
支
復
の
た
め
の
災
得
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
の
役
問
を
知
り
い
ざ
と
白
う
と
き
に
備
え
ま
す
.

図
要
支
援
者
も
参
加
で
き
る
防
災
訓
練

整
え
弱
百
は
「
助
け
を
呼
べ
広
い
状
況
を
瑚
解
し
に
く
い
』
な
ど
サ
ポ
ー
ト
が
必

要
と
矧
ム
多d
れ
ま
す
・
翻
祉
の
観
点
を
持
っ
た
防
災
訓
練
に
全
肉
か
ら
聞
わη
4ま
す

甚
大
な
虫
害
が
増
え
て
い
ま
す
.

援
鐙
積
者
例
制
限
絹
ゆ
を

仲間とのつながり

に 'II と淡「ピ飽か「
なが裂しぼり誠た第 9
る何しま< ~tさ大33H
とよみしの活ん会問 5
2芯りなたカをが」加日
さのが・ラ諮問で伐に
れりら N'ダい身は地行
まハ過IlW←たの‘区わ
lit ピ三たを 11，リ中Ifiれ
巧リすち発文ハ闘した

県知事杯 3也入賞

同
月

8
日
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
大
会
で
じ
雌

B
チ
1
ム

が
女
性
の
部

3
位
に
入
賞
し

ま
し
た
各
側
人
の
簡
は

6
位
山
崎
新
一
さ
ん
.

8
位
隈
井
政
弘
さ
ん

9
位
取
谷
正
巳
さ
ん
、

G
位
刷
機
本
祥
子
さ
ん
が
入
賞

し
ま
し
た
・
選
手
立
梼
は

山
名
削
剥
文
さ
ん
で
し
た
.

お19.12かt翠〈命社首"ごより~



学習用具

量腫所運省ゲム

凡点3セット
点字舘 スカットポルセット ペタンクセット

共同事金由自

墨献たすけあ一一す
10月 IBから「赤い羽限共同募金リ巡動が3忠雄されてい

ます.また.12月 1 日からは「歳末たすけあい募金』巡動

が紛まりました.

『践来たすけあい募金J は 支般を必要とされているかほ〈市内の

ご家催、施目安を利JlIされている方、附がいのあるカや子供たちのた い制時叫帥

一めに役立てられます I~m何十士一一ー.みなさまのあたたかい湾立をお願いします.己.~__.ll'

EE置石川県鯛募金会聞く市閥駐開会岬〈耐叫祉醐鯛 ill: 07悶悶85

た〈さんの)/から悩祉向上にとご得附をいただきました.みなさまからの待附金は 地岐偏祉の向上を

EI(l( Jに社会福祉協級会が錐巡する社会福祉 llq 憶に絹川させていただきます. 1庫1ノド同}

策。 t会福祉陥脱会への寄附金は 所得隠住民総の筏除対象になります.

.市内匿名 1名 .かほ〈市まつり実行量署員会樽 .高調ライオンズクラブ織

次のカか勺プルタプの似船にご協力いただきました.

.かほく市立宇ノ気中学綬機 .泊野宏絡線 ・油野冬羽織

次の ")j かb使川椀み切 fの収集にご協力いただきました.

昨Uクリエイティプサ ピス縁式会社線

ほホ{程名町 iiI 持のみなさまか七九制?師み切手 幽日部みイム〆クカートリツンの収集にご ~1J~1 ただきました.
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